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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービングセルによってサービスされる第１の被サービスユーザ機器（ＵＥ）のワイヤ
レス通信の方法であって、
　今度のダウンリンクデータチャネルが少なくとも１つの第２の被サービスユーザＵＥに
ついてのスケジューリング情報を含むことを知らせる物理ダウンリンク制御チャネルを受
信し、
　前記サービングセルによってサービスされる少なくとも１つの第２の被サービスＵＥに
ついての前記スケジューリング情報を含む前記ダウンリンクデータチャネルを受信するこ
とと、
　信号を受信することと、前記受信された信号は、前記第１の被サービスＵＥに向けられ
た第１の信号と、前記少なくとも１つの第２の被サービスＵＥに向けられた第２の信号と
を備え、
　チャネル推定プロシージャより前にまたは当該チャネル推定プロシージャ中に、前記第
２の信号による干渉を抑圧することと、前記干渉の抑圧は、前記受信されたスケジューリ
ング情報に基づく、
を備える、方法。
【請求項２】
　前記第２の信号による干渉を抑圧することは、前記サービングセルから前記少なくとも
１つの第２の被サービスＵＥへの制御チャネルまたはデータチャネルの送信を抑圧するこ
とを備え、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記制御チャネルは、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、
物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、発展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）およ
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び物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）のうちの１つ以上
を含む、請求項２の方法。
【請求項４】
　前記チャネル推定プロシージャは、隣接セルのチャネル推定を実行することをさらに備
え、
　前記方法は、前記チャネル推定に基づいて、前記隣接セルからの干渉送信を除去するこ
とをさらに備える、
請求項１の方法。
【請求項５】
　前記チャネル推定プロシージャは、前記サービングセルまたは隣接セルのうちの１つの
ためのものである、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記第１の信号と前記第２の信号とは、マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）
方法を介して送信される重複する信号である、請求項１の方法。
【請求項７】
　前記スケジューリング情報は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または発
展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）において受信される、請求項１の方法。
【請求項８】
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨは、前記第２の信号の干渉除去を行うための専
用のＤＣＩフォーマットを使用して受信される、請求項７の方法。
【請求項９】
　スケジューリング情報を受信することは、無線リソース制御（ＲＣＣ）シグナリングを
通して無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを受信することを備え、ＲＮＴ
Ｉの前記セットはユニキャストＲＮＴＩのセットからのものであり、前記ＰＤＣＣＨまた
は前記ｅＰＤＣＣＨは、ＲＮＴＩの前記セットのうちの１つのＲＮＴＩを使用して受信さ
れる、請求項７の方法。
【請求項１０】
　前記スケジューリング情報は、前記サービングセルから受信されたＰＤＳＣＨを除去す
るための情報を含む、請求項１の方法。
【請求項１１】
　前記スケジューリング情報は、複数のＰＤＳＣＨを除去するための情報を含む、請求項
１の方法。
【請求項１２】
　スケジューリング情報を受信することは、
　無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを受信することと、
　前記ＲＮＴＩを使用して第２の被サービスＵＥに向けられたＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣ
ＣＨを復号することと、
　前記復号されたＰＤＣＣＨまたは前記復号されたｅＰＤＣＣＨから第２の被サービスＵ
Ｅについての前記スケジューリング情報を取得することと
を備える、請求項１の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、請求項１の方法を行う手段を具備する装置。
【請求項１４】
　サービングセルによってサービスされる第１の被サービスユーザ機器（ＵＥ）のコンピ
ュータ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータ可
読媒体は、少なくとも１つのプロセッサ上で実行されたとき、前記少なくとも１つのプロ
セッサに、請求項１の方法を行わせる、コンピュータプログラム製品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　[0087]以上の説明は、当業者が本明細書で説明された様々な態様を実行できるようにす
るために提供される。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかであり
、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範
囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾し
ない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されてい
ない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つ以上の」を意味するものであ
る。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きをすること」
を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説明するいかなる態様も、必ず
しも他の態様よりも好適または有利なものと解釈すべきではない。別段に明記されていな
い限り、「いくつかの」という語は「１つ以上の」を表す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの
少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、
Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の
組合せを含み、Ａのうちの複数個、Ｂのうちの複数個、またはＣのうちの複数個を含み得
る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのう
ちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合
せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、またはＡおよび
ＢおよびＣであり得、ただし、いずれのそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの
１つ以上のメンバーを含み得る。当業者に知られている、または後に知られることになる
、本開示全体にわたって説明された様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等
物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである
。さらに、本明細書で開示されたいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明
示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレー
ム要素も、その要素が「ための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り
、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　サービングセルによってサービスされる第１の被サービスユーザ機器（ＵＥ）のワイヤ
レス通信の方法であって、
　前記サービングセルについてのスケジューリング情報を受信することと、前記スケジュ
ーリング情報は、前記サービングセルによってサービスされる少なくとも１つの第２の被
サービスＵＥについてのものであり、
　信号を受信することと、前記受信された信号は、前記第１の被サービスＵＥに向けられ
た第１の信号と、前記少なくとも１つの第２の被サービスＵＥに向けられた第２の信号と
を備え、
　チャネル推定プロシージャより前にまたは当該チャネル推定プロシージャ中に、前記第
２の信号による干渉を抑圧することと、前記干渉の抑圧は、前記受信されたスケジューリ
ング情報に基づく、
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記第２の信号による干渉を抑圧することは、前記サービングセルから前記少なくとも
１つの第２の被サービスＵＥへの制御チャネルまたはデータチャネルの送信を抑圧するこ
とを備え、Ｃ１の方法。
　　［Ｃ３］
　前記制御チャネルは、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、
物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、発展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）およ
び物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）のうちの１つ以上
を含む、Ｃ２の方法。
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　　［Ｃ４］
　前記チャネル推定プロシージャは、隣接セルのチャネル推定を実行することをさらに備
え、
　前記方法は、前記チャネル推定に基づいて、前記隣接セルからの干渉送信を除去するこ
とをさらに備える、
Ｃ１の方法。
　　［Ｃ５］
　前記チャネル推定プロシージャは、前記サービングセルまたは隣接セルのうちの１つの
ためのものである、Ｃ１の方法。
　　［Ｃ６］
　前記第１の信号と前記第２の信号とは、マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）
方法を介して送信される重複する信号である、Ｃ１の方法。
　　［Ｃ７］
　前記スケジューリング情報は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または発
展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）において受信される、Ｃ１の方法。
　　［Ｃ８］
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨは、前記第２の信号の干渉除去を行うための専
用のＤＣＩフォーマットを使用して受信される、Ｃ７の方法。
　　［Ｃ９］
　スケジューリング情報を受信することは、無線リソース制御（ＲＣＣ）シグナリングを
通して無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを受信することを備え、ＲＮＴ
Ｉの前記セットはユニキャストＲＮＴＩのセットからのものであり、前記ＰＤＣＣＨまた
は前記ｅＰＤＣＣＨは、ＲＮＴＩの前記セットのうちの１つのＲＮＴＩを使用して受信さ
れる、Ｃ７の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記スケジューリング情報は、前記サービングセルから受信されたＰＤＳＣＨを除去す
るための情報を含む、Ｃ１の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記スケジューリング情報は、複数のＰＤＳＣＨを除去するための情報を含む、Ｃ１の
方法。
　　［Ｃ１２］
　スケジューリング情報を受信することは、前記ＵＥに向けられたＰＤＳＣＨについての
スケジューリング情報を含むＰＤＣＣＨ／またはｅＰＤＣＣＨを受信することを備え、前
記ＰＤＳＣＨは、第２の被サービスＵＥについてのスケジューリング情報を含む、Ｃ１の
方法。
　　［Ｃ１３］
　スケジューリング情報を受信することは、
　無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを受信することと、
　前記ＲＮＴＩを使用して第２の被サービスＵＥに向けられたＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣ
ＣＨを復号することと、
　前記復号されたＰＤＣＣＨまたは前記復号されたｅＰＤＣＣＨから第２の被サービスＵ
Ｅについての前記スケジューリング情報を取得することと
を備える、Ｃ１の方法。
　　［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記装置をサービスするサービングセルについてのスケジューリング情報を受信する
ことと、前記スケジューリング情報は、前記サービングセルによってサービスされる少な
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くとも１つの第２の被サービスＵＥについてのものであり、
　　信号を受信することと、前記受信された信号は、前記装置に向けられた第１の信号と
、前記少なくとも１つの第２の被サービスＵＥに向けられた第２の信号とを備え、
　　チャネル推定プロシージャより前にまたは当該チャネル推定プロージャ中に、前記第
２の信号による干渉を抑圧することと、前記干渉の抑圧は、前記受信されたスケジューリ
ング情報に基づく、
を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ１５］
　前記第２の信号による干渉を抑圧するために、前記少なくとも１つのプロセッサは、前
記サービングセルから前記少なくとも１つの第２の被サービスＵＥへの制御チャネルまた
はデータチャネルの送信を抑圧するように構成された、Ｃ１４の装置。
　　［Ｃ１６］
　前記制御チャネルは、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、
物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、発展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）およ
び物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）のうちの１つ以上
を含む、Ｃ１５の装置。
　　［Ｃ１７］
　前記チャネル推定プロシージャは、隣接セルのチャネル推定を実行することをさらに備
え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記チャネル推定に基づいて、前記隣接セルから
の干渉送信を除去するようにさらに構成された、
Ｃ１４の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記チャネル推定プロシージャは、前記サービングセルまたは隣接セルのうちの１つの
ためのものである、Ｃ１４の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記第１の信号と前記第２の信号とは、マルチユーザ多入力多出力（ＭＵ－ＭＩＭＯ）
装置を介して送信される重複する信号である、Ｃ１４の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記スケジューリング情報は、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）または発
展型ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）において受信される、Ｃ１４の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨは、前記第２の信号の干渉除去を行うための専
用のＤＣＩフォーマットを使用して受信される、Ｃ２０の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、無線リソース制御（ＲＣＣ）シグナリングを通し
て無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットように構成されることによって、ス
ケジューリング情報を受信し、ＲＮＴＩの前記セットはユニキャストＲＮＴＩのセットか
らのものであり、前記ＰＤＣＣＨまたは前記ｅＰＤＣＣＨは、ＲＮＴＩの前記セットのう
ちの１つのＲＮＴＩを使用して受信される、Ｃ２０の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記スケジューリング情報は、前記サービングセルから受信されたＰＤＳＣＨを除去す
るための情報を含む、Ｃ１４の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記スケジューリング情報は、複数のＰＤＳＣＨを除去するための情報を含む、Ｃ１４
の装置。
　　［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＵＥに向けられたＰＤＳＣＨについてのスケ
ジューリング情報を含むＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨを受信するように構成されること
によって、スケジューリング情報を受信し、前記ＰＤＳＣＨは、第２の被サービスＵＥに
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ついてのスケジューリング情報を含む、Ｃ１４の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサが、
　無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）のセットを受信することと、
　前記ＲＮＴＩを使用して第２の被サービスＵＥに向けられたＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣ
ＣＨを復号することと、
　前記復号されたＰＤＣＣＨまたは前記復号されたｅＰＤＣＣＨから第２の被サービスＵ
Ｅについての前記スケジューリング情報を取得することと
を行うように構成されることによって、スケジューリング情報を受信する、Ｃ１４の装置
。
　　［Ｃ２７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　前記装置をサービスするサービングセルについてのスケジューリング情報を受信するた
めの手段と、前記スケジューリング情報は、前記サービングセルによってサービスされる
少なくとも１つの第２の被サービスＵＥについてのものであり、
　信号を受信するための手段と、前記受信された信号は、前記装置に向けられた第１の信
号と、前記少なくとも１つの第２の被サービスＵＥに向けられた第２の信号とを備え、チ
ャネル推定プロシージャより前にまたはチャネル推定プロシージャ中に前記第２の信号に
よる干渉を抑圧するための手段と、前記干渉の抑圧は、前記受信されたスケジューリング
情報に基づく、
を備える、装置。
　　［Ｃ２８］
　前記第２の信号による干渉を抑圧するための前記手段は、前記サービングセルから前記
少なくとも１つの第２の被サービスＵＥへの制御チャネルまたはデータチャネルの送信を
抑圧するように構成された、Ｃ２７の装置。
　　［Ｃ２９］
　前記チャネル推定プロシージャは、隣接セルのチャネル推定を実行することをさらに備
え、
　前記装置は、前記チャネル推定に基づいて、前記隣接セルからの干渉送信を除去するた
めの手段をさらに備える、
Ｃ２７の装置。
　　［Ｃ３０］
　サービングセルによってサービスされる第１の被サービスユーザ機器（ＵＥ）のコンピ
ュータ可読媒体に記憶されたコンピュータプログラム製品であって、前記コンピュータ可
読媒体は、少なくとも１つのプロセッサ上で実行されたとき、前記少なくとも１つのプロ
セッサに、
　前記第１の被サービスＵＥをサービスする前記サービングセルについてのスケジューリ
ング情報を受信することと、前記スケジューリング情報は、前記サービングセルによって
サービスされる少なくとも１つの第２の被サービスＵＥについてのものであり、
　信号を受信することと、前記受信された信号は、前記第１の被サービスＵＥに向けられ
た第１の信号と、前記少なくとも１つの第２の被サービスＵＥに向けられた第２の信号と
を備え、
　チャネル推定プロシージャより前にまたは当該チャネル推定プロシージャ中に前記第２
の信号による干渉を抑圧することと、前記干渉の抑圧は、前記受信されたスケジューリン
グ情報に基づく、
を行わせるコードを備える、コンピュータプログラム製品。
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